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剛
年
度
供
用
開
始
を
め
ざ
す

下水道は、都市幣備の根幹をなす施設であり、市民の生活環境整備として欠くことのでき

ない公共施設です。当市では､総合振興.計画にもとづき下水道事業の実施計画を進めてきま

したが、国庫補助事業として認められ、本年度から継続事業によ'） 、幹線ルートの下流部・
高浜3丁目 （加工紙アパート南側）から工事に着手いたしました。

今年度工事は、幹線管楽（ヒューム管の内径1.2メートル・土被り42メートル）及びサー

ビス管（ヒューム管の内径0.25メー|､ル・土被り2．0メートル） を市道30号線のおおむね中
央に埋設する工事です。今後は、上流へli'jけて工事を進め、 さらに下流に終末処理場を建設

して、駅を中心とした既成市街地については11召和61年度供用開始（使用）の見込みです。
なお、工事を進めるr1ｺで、地域住民の方に何かとご迷惑をおかけいたしますが、充分配盧
して工事に取')組みますのでこ協力をおれかいします。

北
工
事
は
高
浜
三
丁
目
か
ら
Ⅳ

下

萩市市民憲章
壱
同
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聖
雪
奉 動

旧
３
１
１

の
月口
８
口
帯

人
男
女
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現在

1 ， 904

5 ，610

6， 294

8，912

蕨1蕪
たいせつにし、美しいまちをつくりましよう

を守り、明るいまちをつくりましょう

正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

|動き、豊かなまちをつくりましょう

りのある、あたたかいまちをつくりましょう

が 前月比
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礼儀を正しくし、

元気で働き、篝

思いやりのある、
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常
磐
自
動
車
道
の
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
が
、
八
月
二
十
五
日
、
日
本

道
路
公
団
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
．

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
ら
ま
し

○
位
置
市
内
上
手
綱
地
内

○
型
式
シ
ン
グ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ

○
取
付
道
路
県
道
下
君
田
・
高
萩
線

○
イ
ン
タ
ー
チ
ィ
ー
ン
ジ
内
設
計
速
度

時
速
伽
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

○
附
属
施
設
㈹
料
金
所

向
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

常磐自動車道高萩インターチェンジ

－（仮称） 鐺
磐
群
動
蕊
鎮
羅
峠

高
萩
難
瀦
溌
灘
謬
蕊
議
蕊
砿
澁
澤
蕊
溌
識

至北茨城至十王

剰:: ::::X: : :藍謎？

○
今
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
予
定

路
線
発
表
以
来
、
地
元
説
明
会
を
実

施
し
路
線
通
過
関
係
者
の
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
中
心
杭
打
設
、
路
線
測
量
、

地
質
調
査
等
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
日
本
道
路
公
団
で
は
、
図
面
を

ー

手綱工業

団地

作
製
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
と
つ
い
て
設

計
協
議
に
入
り
、
そ
の
あ
と
、
巾
杭
打

設
・
用
地
買
収
・
工
事
着
工
と
な
り
ま

す
。
工
事
完
成
は
、
昭
和
六
十
一
年
の

見
込
み
で
す
。

常
磐
自
動
車
道
が
完
成
し
ま
す
と
、

高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
起
点
の

埼
玉
県
三
郷
市
ま
で
、
時
速
百
燕
Ⅷ
メ
ー

ト
ル
で
わ
ず
か
一
時
間
二
十
分
で
す
。
国

道
６
号
線
利
用
に
く
ら
べ
約
三
時
間
短

縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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台
風
の
〃
通
路
〃
に
当
た
る
日
本

列
島
Ｉ
な
か
で
も
九
月
は
台
風
の

″
ラ
ッ
シ
ュ
〃
で
、
毎
年
各
地
に
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

台
風
情
報
を
聞
く
と
き
に
気
を
つ

け
た
い
｝
｝
と
と
ふ
だ
ん
の
備
え
に
つ

い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

昭
和
別
年
９
月
醐
日
気
象
衛
星
〃
ひ
ま
わ
り
〃
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
台
風
陥
号
の
写
真
（
提
供
気
象
庁
）

台風に

備えて

台
風
が
日
本
に
近
づ
く
と
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
台
風
怖
報
が
刻
々

と
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
台
風
に
対
す
る
備
え
は
、
ま
ず
、
こ
の
台

風
情
報
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

台
風
情
報
を
聞
く
と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
細
か
い
予

▽
一
回
だ
け
の
情
報
で
独
り

報
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

よ
が
り
の
判
断
を
下
さ
な
い

▽
風
の
吹
き
方
に
も
注
意
を

台
風
の
進
路
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。
最
初
に
出
し
た
情
報
が
修
台
風
が
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地

正
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
一
方
の
東
側
を
通
る
か
西
側
を
通
る
か

度
だ
け
の
情
報
で
早
の
み
こ
み
を
す
に
よ
っ
て
、
風
の
吹
き
方
と
強
さ
が

る
の
は
危
険
で
す
。
次
々
に
出
さ
れ
違
っ
て
き
ま
す
。

る
予
報
を
注
意
深
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。
幽
側
を
通
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
束

か
ら
風
が
吹
き
始
め
南
東
↓
南
↓
南

▽
地
元
の
予
報
を
大
切
に

地
元
の
気
象
台
や
測
候
所
の
予
報

唾‘ 』､社

台風情報に

ーと
全
国
的
な
予
報

と
で
は
、
表
現
が

違
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合

は
、
迷
わ
ず
に
地

元
の
予
報
を
採
っ

て
く
だ
さ
い
・

地
元
の
気
象
台

は
、
そ
の
土
地
の

防
災
上
の
コ
ヅ
や

被
害
の
出
や
す
い

場
所
な
ど
を
よ
く

西
↓
西
の
順
に
な
り
、
東
側
を
通
っ

た
場
合
も
最
初
は
東
か
ら
吹
き
始
め

ま
す
か
、
次
に
は
北
東
↓
北
↓
北
西

↓
西
の
順
に
風
が
吹
き
ま
す
。

ま
た
台
風
は
左
巻
き
の
う
ず
（
北

半
球
の
場
合
）
の
た
め
に
、
住
ん
で

’
／’
／／や‘ノ

沙
い
ぁ
ｊ
か
い
う
戸
哺
勒
か
ｖ
４
ｆ
Ｙ
巧
渉
Ｖ
４
が
ｖ
外
湯
ｒ
凸
が
ｖ
り
Ｆ
ｖ
ハ
ダ
い
ふ
争
い
凹
凸
分
‐
Ｔ
も
多
Ｖ
凸
‐
ｐ
Ｔ
凸
灘
い
Ⅱ
訂
Ｐ
Ｙ
刈
多
い
み
多
い
Ⅸ
呵
今
ｆ
凸
ｊ
Ｆ
ｖ
４
Ｐ
ｖ
的
ダ
い
り
夕
Ｔ
句
ガ
Ｔ
４
夕
ｖ
引
が
Ｖ
凸
●
嶋
剛
・
簡
獅
倫
鞭
繍
一

守一

》
蓋まず、自分の住ん
で
一

一
▽
非
常
用
品
を
備
え
よ
う

い
る
地
域
の
特
性
を
よ
く
一

至

一
〃
一
川
風
が
近
づ
い
た
ら
、
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
か
大
》

一
一

一
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
Ｉ
も
切
で
す
。
地
理
的
に
は
ど
一

切
人
葱
特
徴
が
ぁ
患
か
、
ど
》

》
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な

》
も
の
を
用
意
し
て
お
き
ま
の
よ
う
な
災
害
か
起
こ
り
一

》

大
や
す
い
か
ｌ
な
ど
近
所

藷《
－
ｉ
』
し
‐
生
』
「
ノ
○

一

罵
蕊
戎
鮭
を
潔
睦
諏
澤
》

ナ

ー
電
池
も
）
▽
当
面
の
食
料
１
６
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
場
一

幸

ｆ

一
品
▽
水
筒
▽
応
急
医
薬
品
合
の
避
難
場
所
や
避
難
経
》

カ

ー

》
（
か
ぜ
薬
、
胃
腸
薬
、
傷
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

》
、
じ

《
薬
、
消
毒
薬
、
ガ
ー
ゼ
な
〃
が
大
切
で
す
。

一
ど
）
▽
ビ
ニ
‐
ル
袋
▽
そ
の
な
厳
坤
い
郵
鮴
一

。
の
ほ
か
携
行
品
な
ど

ん
を
修
理
し
た
り
満
や
典

章

》
こ
れ
ら
の
非
常
用
品
を

だ
水
鋤
渚
ま
ゞ
て
い
る
と
↑
忠

一
準
準
誰
蛙
催
い
痙
吾
、
沖
傳
、
ろ
は
掃
除
を
す
る
な
ど
、

一

澪
勺
Ⅱ
、
□

《
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
い
ふ
だ
ん
か
ら
家
の
周
り
の

了
犠
の
橋
総
を
銅
ろ
‐
蕊
蒲
ｉ
隆
一
一

《

ｒ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｉ
ｆ
ｉ
Ｌ

い
る
地
域
の
東
側
を
通
る
か
西
側
を

通
る
か
で
、
風
の
強
さ
が
か
な
り
違

い
ま
す
。

西
側
を
通
っ
た
台
風
は
、
台
風
自

身
の
風
と
、
台
風
を
押
し
流
す
風
が

同
一
方
向
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

よ
り
強
い
風
に
な
り
ま
す
。
反
対
に

東
側
を
通
過
し
た
場
合
は
、
台
風
の

風
と
台
風
を
押
し
流
す
風
が
ぶ
つ
か

ー

り
あ
う
の
で
風
が
弱
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
風
向
き
の
変
化
と

台
風
の
進
路
に
は
密
接
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。

風
の
吹
き
方
を
知
っ
て
い
る
と
、

も
し
、
停
電
な
ど
で
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
情
報
が
聞
け
な
く
な
っ
た
場
合

で
も
、
台
風
の
動
き
を
知
る
有
力
な

手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

(3)
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国勢調査見たまま聞いたまま
テレビ小説｢なっちゃんの写真館｣でおなじみの星野知子さんが､総理府統計局を訪れました。

国勢調査は私たちの暮らしに

らない大切な調査だと聞いています。

れから、どんなふうに利用されるの？ ：

統計局でいろいろお話を伺いました。 ；
いて､私が､見たこと、聞いたこと、を

みなさんにもお知らせしましょう。

星野知子さん

｢なっちゃんの写真館｣で、

キャリア．ウーマンの

草分けともいえる

ヒロイン､なっちゃん心を

演じています。

世
界
の
主
要
脚
は
も
ち
ろ
ん
、
発
展

途
上
国
で
も
国
勢
調
沓
は
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
欧
米
諸
国
は
、
日
本
よ
り
も
国

勢
調
査
の
歴
史
は
古
く
、
た
と
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
で
は
一
一
吋
。
年
、
イ
ギ
リ

れ
た
の
は
大
正
九
年
二
九
二
○
年
）

の
こ
と
。
以
来
５
年
ご
と
に
簡
易
調
査

と
大
規
模
調
査
が
交
互
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。今
肌
は
十
三
凹
川
で
、
人
脱
棋
洲
代

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

日
本
で
鞘
一
回
の
国
勢
洲
査
か
行
わ

2調査票の記入例国
勢
調
査
は

い
つ
ご
ろ
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
し
ら
？

外
国
で
も

国
勢
調
査
は

あ
る
の
か
し
ら
？
．

(1)一般の世帯の例
1指定統計第’号’！

‘ こ銅詞査粟Iと，玩叶以外 oこの実在票I』
: 力目的に健便用しません o記入には｡Z･す
1 から, ありの皇土を記入 o答え堂記入す
‘ してください“

退く配入し

ｰ

⑳国勢調査調査票
昭和55年10月1日 総理府統計局

一
・
、
ゴ
ー
男
匡
子
匡
惚
恥
匡
気
匡
一
員
ロ

ー
凡
川
一
函
酎
己
瀞
鋤
口
｜
牝
ロ
ー

［

例

日

〕

塞

恥

鋤

口

認

口

’

一

（記入は｡E‘ず鳳鉛乗訂正は消しゴムで）

1氏名及び男女の別

ふだﾉ.住んて･いる人含いLなく香いてください

2世帯主との続き柄
孫の配偶者兄弟捕球力配|禺骨は それ

ぞれ孫･兄弟錨鋒に含め二す

世 世帯主の配I易者の父母.祖父母.兄弟姉
妹は それそ．れ父母･祖父母･兄弟

姉鋒仁含めます

帯3出牛の年月
該当する元号【二ついて肥入'ーたうえて・

年及び月を書いて〈た.さL，
貝

'11ー 111泳和大
男 女
画 亡二］

澤
口
鎚
口
率
『
即

孫
口
婆
人
一
率
ロ
ー
ヮ

郡
鍔
口
函
哩
祁
口
輌
二
斗
年

１
‐
口
瀧
口
苫
一
よ

、
最
口
杢
皐
ロ
翠
稚
口
粍
ロ
一

生

一

部

軸

己

嘩

口

一

ス
・
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
○
一
年
に
第

一
回
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
国
勢
調
杏
を
実
施
す
る
国
は
、

し
だ
い
に
塘
え
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
一
九
八
○
年
前
後
に
は
、
川

際
連
合
の
「
’
九
八
○
年
枇
界
人
口
・

住
宅
セ
ン
サ
ス
計
画
」
の
勧
告
に
沿
っ

て
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々
か
国

勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
な
か
で
も
、

世
界
め
注
目
を
集
め
て
い
る
の
か
中
田

の
川
勢
洲
作
で
、
来
年
、
十
七
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
わ
か
国
の
調
査
は
、
こ
の
国

連
の
勧
告
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
で

」
‘
ｑ
Ｊ
Ｏ一

な
ん
の
た
め
に

一
国
勢
調
査
を
す
る
の
？

日
本
全
体
を
一
隻
の
船
に
た
と
え
れ

ば
、
国
勢
洲
企
は
〃
羅
針
盤
〃
の
よ
う

4配偶者の有無

届出の有凝に関係空く配入して（だき
､． !. ‐ ・ ｰ~ 、ー ‐ 、 ‐~

１
１
‐
皇
国
名
三
如
年
Ｉ
“
年

垂
幾
楠
盧
甘
ｚ

鰐
口
梱
己
…
昭
和
調
年
以
嗣

諦
笛
出
生
時
か
ら
已
瀦
尽
一
！
…
－
１

未:§(譜：） 有“死別随$｜
仁． ＝仁．仁．企 ：~.ー ． . ，"、 ．

5国鯖

外国の場合は国名も書L,てく暦さい

員

6現住居に入居した時期

生まれたときから引き続き現在の場所

に に住んて･し･ る場合栓 出生時からに
記入してくださ ･ 、

8本外国 『 ．．

=ER，名

弘
年
ね
月
以
必

Ｉ
弘
年
９
月

釦
年
幻
月

ｌ
釦
年
９
月

輻
年
１
月

⑱
年
ｌ
“
年

昭
和
調
年
以
前

出
圭
時
か
ら

早早
『 7欄へ）8柵

前
列
土
師
～
Ｉ
此
１
Ｆ
：

７
昭
和
卵
年
、
月
以
降
の
人
に
つ
い
イ

６
旧
の
現
住
■
に
入
居
Ｌ
た
時
期
が

つ
い
て

蕊，乳

盤隆

現左と同じ他の 庁M三，
市日T村市日T村 ''国

に． 仁．

"へ} ,爾僅罵腿入, ,"へ，
-- . 曲 . . . - .-.----.…

oo"

~……一一ざ窯△

F

BT村

息嬰‘…"“
主年 場所について記入して〈曙さい
■10 他の市町村力喝合ば そ力師道府
一月

蕊呼辮”雛
LのL人 11大部市と:：東京都区部と札幌･
－に 損浜･川埼･名古屋･京都・大
中つ

阪・神戸・広島･北九‘ﾄ|･' ･偶岡同い

〉ｲて の各市をいいます

8教青

現在学校に在学しているかと' 7かにつ

いて記入Lたうえで矢印に従って記

入して〈ださも、

在学中の人はその学校卒集の人{土最鉾

卒柔学校（中雄退学した人は その前

の卒藁学校） につL,て記入して〈疋きい

子個校・洋数学校を'どIA ここでいう学

校にはきあません

な
も
の
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
国
勢

寺

調
査
に
よ
っ
て
得
た
統
計
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
政
治
や
経
済
の
方
向
を
決

め
る
た
め
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

〃
靴
針
盤
〃
に
狂
い
が
あ
っ
て
は
、

船
は
誤
っ
た
方
向
に
進
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
み
な

さ
ん
一
人
一
人
か
調
査
票
に
あ
り
の
ま

ま
を
正
確
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

氏
墹
は
調
從
も
れ
や
重
複
を
防
い

だ
り
、
記
入
内
容
に
不
伽
が
あ
っ
た
場

介
、
問
い
合
わ
せ
る
と
き
に
必
要
な
の

で
す
。教
育
に
関
す
る
項
目
は
，
日
本
人
全

体
の
縦
肯
水
準
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

別
・
羊
認
別
・
産
業
別
の
敬
育
レ
ベ
ル

調
査
項
目
の

氏
名
、
教
育
、
住
宅
の

広
さ
な
ど
は
、
な
ぜ

必
要
な
の
？

在学中 卒葉 未就学 在学中 革ヨ

T
小学 8斤竿高校

中学学佼旧中
ロに．画

題大 大学

両耳 大学院
に． に．

鋤細畷|淵
亡コロ

乳児

その亀
に．

小学旧骨年辞

中学学校IBE
E．匡。画

短大 大叫

悪耳 大学

に． 匡’
| |m詔挫望畠韮合当ゞ

世帯人員

世帯貝全貝勿数を香

いて〈だ弓い

一』《』一一一』』↑一↓一』一も一

●
答
え
を
文
字
ま
た
は
数
字
で
書
く
場

合
は
、
ワ
ク
か
ら
は
み
川
さ
な
い
よ
う

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
て
記
入
し
た
場
合
は
、
消
し
ゴ

ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
正
し
く
記

入
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
は

も
れ
な
く
記
入

●
調
査
票
に
は
、
あ
な
た
の
世
帯
に
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ
な
く
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
い
う
の
は
、

Ⅲ
月
１
日
現
在
、
あ
な
た
の
世
帯
に
、

。
す
で
に
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る

人
・
三
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
人

を
い
い
ま
す
。

●
家
族
以
外
の
人
で
も
、
あ
な
た
の
世

冊
に
三
か
月
以
上
洲
在
し
て
い
る
か
、

淵
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
が
い

る
場
合
は
、
そ
の
人
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

入
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
キ
や
ボ
ー
ル

ペ
ン
は
、
黒
色
で
も
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

回〃
ボ
ー ●

訓
査
票
は

●
次
の
人
た
ち
は

記
入
は
エ
ン
ピ
ツ
で

色
場
所
で
調
査
す
る
こ
と
に
な
（

÷

'み

記
入
の

ぺ
れ
ぞ
れ
、
次

し
か
た

９
黒
鉛
筆
で
記

(4)



なっちゃんの、■わが国の男女別人口の推移(単位：千人）

85歳以上

80～84

75～79

70～74

今回の調査に先だって、NHKの連続

－女－

－27，919－

雪
〃

，＃

〃

〃
"必

９
４
９
４
９
４
９
４
９
４
９
４

歳

６
６
５
５
４
４
３
３
２
２
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
９
４

５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
－

６
６
５
５
４
４
３
３
２
２
１
１
５
０

なくてはな

でも、なんのために？そ

もちまえの好奇心を発揮して､総理府

国勢調査につ

"

"
〃『"

”ノノ

″
…
…

る
わ
け
で
す

）

を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
も
と
に
し
て
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育
の
政
策
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

前
住
地
は
、
人
口
の
地
域
的
な
移
動

状
況
を
知
る
た
め
に
必
要
で
す
。
こ
れ

は
、
地
域
の
開
発
計
画
な
ど
を
立
て
る

た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
テ
ー
タ
に
な
り

ま
す
。住
居
に
関
す
る
項
目
は
、
い
ま
も
っ

と
も
大
き
な
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
住
宅
問
題
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
も
の
で
す
。
住
居
の
種
類
・
室

数
・
畳
数
な
ど
、
現
在
の
住
宅
事
情
を

詳
し
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
き
め
細
か
い
住
宅
政
策
が
進
め
ら
れ

…
調
査
の
結
果
は
、

私
た
ち
に
ど
う

結
び
つ
く
の
か
し
ら
？

…〃

85歳以上

唖勃’

４
９
４

８
７
７

０
５
０

８
７
７ "／

芋
"65～69

４
９
４
９
４
９

６
５
５
４
４
３

０
５
０
５
０
５

６
５
５
４
４
３

"〃
〃

脚

…
p

■

"重" 蕊蕊女篭熱
56，849＃

ダノノダノ

5,M4'(m3,m2,ml!m

…

…
…

…

…

…

…

■■■

国
勢
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
は
、
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
ざ
ま
さ
ま

な
施
策
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
お
年
寄
り
の
実
態
は
、

こ
れ
か
ら
の
老
人
対
策
を
進
め
る
鍵
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
実

態
を
つ
か
む
こ
と
は
、
母
子
福
祉
・
児

童
福
祉
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
福
祉
の
面
だ
け
で
は
な

く
、
雇
用
政
策
・
経
済
計
画
・
交
通
計

画
な
ど
も
、
国
勢
調
査
の
結
果
を
基
礎

に
し
て
進
め
ら
れ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
勢
調
査
の
集
計
結
果
を

使
用
す
る
こ
と
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
定

数
、
地
方
交
付
税
の
配
分
、
市
の
設
置

や
、
過
疎
地
域
の
指
定
な
ど
は
、
国
勢

調
盗
人
口
を
も
と
に
し
て
決
め
ら
れ
ま

↑
ｑ
〃
。

歳

４

９
４
９
４

３
２
２
１
１

９
４

０
５
０
５
０

３
２
２
１
１
５
０

騨■■
癖■

堅■■■■■■■■

1,m2,m3,m4|m5,m
資

85歳以上

80～84

注料

総
理
府
統
計
局
「
国
勢
調
査
」

昭
和
充
年
は
、
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
、
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
の

〃
中
位
推
計
値
〃
に
よ
る
。

９
４
９
４
９
４
９

７
７
６
６
５
５
４

５
０
５
０
５
０
５

７
７
６
６
５
５
４

〃
〃

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
も
と
づ
い

て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て

調
査
員
を
は
じ
め
、
調
査
関
係
者
は
、

調
査
票
の
内
容
を
ほ
か
に
も
ら
し
た
り

統
計
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
入
し
た
内
容
を
ど
う
し
て
も
調
査

員
に
見
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
方
は
、

調
査
員
か
ら
「
密
封
用
封
筒
」
を
も
ら

っ
て
く
だ
き
い
◎
こ
れ
に
調
査
票
を
入

れ
、
密
封
の
う
え
調
査
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
調
査
票
は
密
封
さ
れ

た
ま
ま
、
市
区
町
村
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

"

調
査
票
の
内
容
は

外
部
に
も
れ
る
こ
と
は

な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
？
．

"
〃

溌溌
ー

溌裳蕊互饒發￥

卜67，613＃
岬
一
轟
一
狸
一
認
一
“
｜
鄙
一
岬
言
一
峠

…

…

…
…

…

I…
…

世
帯
ご
と
に
記
入

●
調
査
票
は
、
世
帯
ご
と
に
記
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
票
で
は
、
一
般
家
庭
の
よ

う
に
住
居
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る

人
々
の
集
り
を
一
つ
の
世
帯
と
し
ま
す
。

ま
た
、
一
人
で
一
戸
を
か
ま
え
て
暮

ら
し
て
い
る
人
は
、
一
人
で
一
つ
の
世

帯
と
し
ま
す
。

●
次
の
よ
う
な
人
に
つ
い
て
は
、
と
く

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
間
借
り
ま
た
は
下
宿
し
て
い
る
人

○
単
身
で
間
借
り
ま
た
は
下
宿
し

て
い
る
人
は
、
一
人
ひ
と
り
を
一

つ
の
世
帯
と
し
ま
す
。

○
兄
弟
な
ど
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

間
借
り
ま
た
は
下
宿
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
家
族
ご
と
に
一
つ
の
世
帯
と

し
ま
す
。

・
住
み
込
み
の
雇
人

○
雇
主
と
同
居
し
て
い
る
単
身
の

住
み
込
み
の
雇
人
は
、
雇
主
の
世

帯
に
含
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
調
査
票
の
記
入
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
に
お
た
ず
ね
〕５

く
だ
さ
い
．
ｉ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
か
い
る
場

合
は
、
と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
旅
行
や
出
か
せ
ぎ
な
ど
で
一
時
不

在
の
人
は
、
不
在
期
間
が
三
か
月

未
満
の
と
き
は
自
宅
で
調
査
し
、

行
先
や
出
か
せ
ぎ
先
で
調
査
し
ま

↑
ｑ
ノ
。

か
月
以
上
に
‐
わ
た
る
と
き
は
旅
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錘

む
／
一

蕊
嚇

し

に
親
ゞ

画本

日
銑
鈴

好
き
な
絵
を
柵
い
て
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
へ
寄
贈
し
て
い
る
。

ま
た
、
書
道
も
季
へ
テ
ラ
ン
で
、
さ

る
四
十
九
年
か
ら
五
十
三
年
ま
で
連

続
四
年
間
県
展
に
入
選
し
て
い
る
。

今
、
鈴
木
さ
ん
は
、
近
く
の
薬
師

堂
の
大
天
丼
に
取
り
つ
け
る
薬
草

二
十
枚
二
Ｍ
四
方
）
の
大
き
な

を
描
い
て
い
る
。

「
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
、
い
ざ
捕
こ

と
す
る
と
な
か
な
か
描
け
な
い
ん

す
よ
．
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ん

す
が
ね
。
直
接
み
な
い
と
淵
け
な

と
、
言
言
。

息

蠅
蟻
錫
鶴
舗
榛
繕
鐵
縛
霞
霞
鰻
露
夢
雲
嶬
震
嶬
雫
雫
蟻
癖
蓉
銅
鍾
電
鶴
潮
鰯
嶋
創
・
匡
Ｅ
肯
邑
澤
舅

一

Z
っ
た
ん
で
す
が
、
描
き
始
め
た
の
は

昭
和
四
十
年
で
、
な
ん
と
な
く
掴
い

て
み
た
ら
、
あ
る
人
に
『
い
い
絵
だ

ね
』
と
い
わ
れ
て
描
く
よ
う
に
な
っ

た
ん
で
す
。
日
本
画
で
す
け
ど
ね
。

水
彩
絵
の
具
を
使
っ
て
ま
す
け
ど
、

自
己
流
な
ん
で
す
よ
。
」
と
鈴
木
猷

域
会
ノ
し
。

i

鈴
木
さ
ん
は
、
現
在
七
十

…
Ｉ
絵
は
、
小
さ
い
時
か

Ｌ

レ 〕

Z__"
七 鈴けとﾞ にい く

さん歳 水どねな絵棚
で 猷 、 。 つだい

…霞～=麹鞠…鐸一口一=

公民館で学ぶ

鍵躍蕊鐵蕊ー

瀞可隠XI

口
自
然
の
わ
ら
い

健
康
に
最
適

高
齢
者
学
級
軽
ス
ポ
ー
ツ

「
民
謡
な
ど
を
唄
っ
て
体
を
側
か
す

民
謡
体
操
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的

な
軽
い
基
本
体
操
な
ど
が
中
心
で
す
凶

と
宇
佐
美
一
夫
さ
ん
。

宇
佐
美
ざ
ん
は
、
高
齢
者
学
級
怪
ス

ポ

ヅ
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
で
あ
る
。
こ

の
ク
ラ
ブ
は
、
六
年
前
か
ら
結
成
さ
れ

老
人
学
級
、
大
学
、
大
学
院
生
が
一
緒

に
な
っ
て
幟
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

る
。
会
貝
は
、
八
十
一
名
で
、
男
十
二

名
、
女
六
Ｉ
九
名
。
最
年
長
は
、
七
十

七
歳
で
大
内
真
一
さ
ん
と
金
沢
留
男
さ

ん
の
二
人
。

「
わ
ら
い
を
ま
ぜ
た
連
動
な
ん
で
す

よ
。
全
員
が
腹
の
底
か
ら
わ
ら
い
が
出

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
も
い

い
そ
う
で
す
か
ら
。
…
・
・
。
｜
と
小
林
ト

メ
さ
ん
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
二
、
第
三

第
四
金
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
二
時

ま
で
、
市
民
体
育
館
を
利
用
し
て
い
る
ゞ

脂
尊
者
は
、
林
崎
和
ｆ
さ
ん
。

「
と
て
も
楽
し
い
。
手
足
を
動
か
し

て
体
が
軟
ら
か
く
な
っ
た
み
た
い
。
背

筋
が
伸
び
た
よ
う
な
感
じ
で
、
い
た
っ

て
雌
眼
で
す
わ
ど
と
術
沢
制
男
さ
ん
。

「
お
手
ま
き
会
場
跡
地
や
小
滝
沢
キ

ャ
ン
プ
場
、
小
木
津
の
自
然
公
園
な
ど

で
も
野
外
運
動
を
す
る
ん
で
す
よ
。
ク

ロ
ヅ
ヶ
ー
を
し
て

。

と
宇
佐
美
ざ
ん
。

ダ
ン
ス
や
踊
り
で

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

蓬
莱
会
軽
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
フ

「
は
げ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
さ
け
て
い

ま
す
。
年
寄
り
で
す
か
ら
・
・
・
…
。
ま
た

心
臓
に
も
悪
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
稗

い
ダ
ン
ス
と
か
、
お
ど
り
が
中
心
で
す

ね
ば
と
飯
烏
徳
次
郎
さ
ん
。

飯
島
さ
ん
は
、
蓬
莱
会
軽
ス
ポ
ー
ゾ

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は

高
齢
者
学
級
の
大
学
院
卒
業
生
に
よ

る
ク
ラ
ブ
の
柴
リ
で
、
今
年
の
五
月
に

結
成
。
会
員
は
、
男
六
名
、
女
二
十

名
釣
計
二
十
六
名
。
最
年
長
は
、
八
十

一
歳
の
小
林
み
や
さ
ん
と
鈴
木
重
忠
さ

ん
。

「
草
津
、
ド
ン
パ
ン
節
な
ど
を
唄
い

I
ー

I

Iながら
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
、
二
人

紺
の
ダ
ン
ス
を
し
た
り
…
：
．
と
て
も
楽

し
い
ん
で
す
よ
。
体
が
ほ
ぐ
れ
て
健
康

に
は
一
番
い
い
で
す
ね
凸
と
大
森
こ
う

さ
ん
は
い
う
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
一
と
第
三

月
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
’
一
時

三
十
分
ま
で
、
巾
民
体
育
館
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
。
指
導
者
は
、
林
岫
和
子

さ
ん
。「
祭
り
前
は
、
市
民
ば
や
し
か
中
、
Ｌ

で
し
た
。
祭
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
よ
。

高
血
圧
が
下
が
る
よ
う
な
連
動
の
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
指
導
者
の
方
か

い
い
方
だ
か
ら
こ
の
日
が
楽
し
み
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
、
み
な
さ
ん
食
事
に
は

虹
を
付
け
て
い
ま
す
け
ど
…
…
Ｊ
と
漣

辺
庄
さ
ん
は
い
う
。

小・中学校の運動会のお知らせ

9 月 7 H (日） 松岡中学校

14 1三’ （日） 君IⅡ小学校・君l l I中学校

21 11 （日） 松岡小学校・高萩｢↑'学;佼

祉| ｜中学校

28日 （日） 高萩小学校・秋山'1､学校

枇川小学校

10月 5 1 I (日） 東小学校
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